
★　操　作　方　法　★
マンガのページの上でクリックすると次のペー
ジを表示します。右クリックすると前のページ
に戻ります。
※Macintosh で、マウスに右クリックの設定を
していない方は、キーボードの「control」キー
を押しながらマウスをクリックすると前のペー
ジに戻ります。
※ iPad では、上下スクロールでご覧いただけま
す。
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　本作は36年前、私が20代半ばの作品です。
　何故そんな昔の作品を「ネット配信版・新つれづれ草」にアップするのか…のお声が
あると思います。
　それは『2011年3.11東日本大震災』がきっかけでした。
　その数週間前から、住み慣れた家を出る事となり、転居する準備をしていたところ、
それでなくとも散乱している部屋がこの震災で益 グ々チャグチャになってしまいまし
た。
　その頃の私は、病気で２度目の退院をしたばかりで、体力が低下していました。それ
に加えて、とにかく引っ越しの予定日までの時間が限られていて、荷物整理の作業は
遅 と々して進まないまま、予定の日が来てしまいました。
　結果、細かい事を確認をしないままの引越しとなってしまいした。
　引っ越しが済んだ後、幾つかの原稿を入れたダンボール箱を忘れて来た事に気づき
ましたが、時すでに遅しで、ゴミとして処理された後でした。
　私が精魂込めて描いてきた作品枚数の、半数以上がコミカライズや原作付きや伝記
物などの企画物です。それ故、読み切りを含む少数派のオリジナル作品たちは、雑誌
に一度だけ掲載されるだけで、単行本になることはほとんど無く、その場限りで再び陽
の目を見る事はありませんでした。
　震災があり、それらの作品をただ持っていても、私が鬼籍に入れば家族にとっては
ただのゴミ…^_^;。
　そんな事を考えるようになり、いま持っている『ガラ刷り』や『刷出し』だけの作品で
も、この「ネット配信版・新つれづれ草」で何とか日の目を見せたいと思ったのです。

『光る眼の少女』始末記　かたおか徹治　
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